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を
果
た
し
て
い
た
。

運
の
確
保
ぬ
き
に
版
図
統
治
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

「
多
良
間
往
復
文
書
控
」

琉
球
社
会
は
典
型
的
な
島
嶼
杜
会
で
あ
る
。
現
在
の
沖
縄
県
の
県
域
で
見
る
と
、
西
端
の
与
那
国
島
か
ら
東
端
の
北
大
東
島
ま
で
約
一

千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
北
端
の
硫
黄
鳥
島
か
ら
南
端
の
波
照
間
島
ま
で
約
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
こ
の
広
大
な
海
域
に
大
小
四
七
の

有
人
島
が
点
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
島
と
島
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
確
保
は
必
須
の
課
題
で
あ
り
、
琉
球
王
国
時
代
に
お
い
て
も
海

海
運
の
発
達
し
た
近
世
に
お
い
て
は
、
地
方
行
政
単
位
で
あ
る
間
切
や
村
に
「
地
船
」
（
地
下
船
の
略
称
）
と
称
さ
れ
る
公
用
船
舶
の
所

有
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
租
税
運
送
、
業
務
連
絡
、
流
人
送
還
な
ど
の
用
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
都
市
部
（
町
方
と
い
う
）

居
住
の
船
主
の
所
有
す
る
民
間
船
、
た
と
え
ば
馬
艦
船
・
山
原
船
な
ど
が
島
嶼
間
交
通
に
従
事
し
て
お
り
、
地
船
体
制
を
補
完
す
る
役
目

近
世
海
運
の
状
況
に
つ
い
て
私
は
、
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
海
運
史
の
一
側
面
ー
預
船
の
事
例
と
そ
の
検
討
」
を
書
き
、
そ
の
中
で
近

世
末
期
に
な
る
と
民
間
船
の
活
動
が
主
流
と
な
り
、
地
船
体
制
そ
の
も
の
を
形
骸
化
さ
せ
る
事
態
が
登
場
し
て
い
た
点
を
指
摘
し
た
。
ま

は

じ

め

に

高

の
中
か
ら
ー
_
ー

良

倉

近
世
琉
球
に
お
け
る
地
船
海
運
の
実
態
に
関
す
る
史
料

吉
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ヽ
こ
。

し

t

(2) 

た
、
「
海
上
交
通
史
の
諸
相
」
を
発
表
し
、
近
世
海
運
の
概
括
的
な
全
体
像
と
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
こ
れ
ら
の
乏
し

い
仕
事
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
、
宮
古
郡
多
良
間
村
の
下
地
家
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
多
良
間
往
復
文
書
控
j

全
三
冊
で
あ
り
、
同
史

し
か
し
な
が
ら
、
「
多
良
間
往
復
文
書
控
」
を
必
要
に
応
じ
援
用
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

て
紹
介
し
た
こ
と
が
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
誌
上
を
借
り
て
『
多
良
間
往
復
文
書
控
』

行
政
制
度
の
概
要

先
島
（
宮
古
・
八
重
山
を
総
称
す
る
近
世
行
政
用
語
）
の
管
轄
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
中
に
含
ま
れ
る
海
運
史
料
を
ま
と
め

『
多
良
間
往
復
文
書
控
」
を
読
む
た
め
に
は
、
こ
の
史
料
の
背
景
と
な
る
行
政
制
度
の
知
識
が
必
要
と
な
る
。

近
世
琉
球
の
中
央
政
庁
は
首
里
王
府
で
あ
り
、
そ
の
主
要
機
関
は
首
里
城
の
中
に
置
か
れ
て
い
た
。
正
殿
に
隣
接
す
る
北
殿
に
は
首
里

王
府
の
中
枢
機
関
「
評
定
所
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
摂
政
・
一
＝
司
官
が
詰
め
て
い
た
。
評
定
所
の
下
に
各
行
政
部
門
が
あ
り
、
そ
こ
の

長
官
・
次
官
ク
ラ
ス
一
五
名
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
評
議
機
関
「
表
十
五
人
」
が
案
件
を
審
議
し
て
評
定
所
に
上
申
し
、
評
定
所
の
審
理

を
経
て
国
王
の
決
裁
を
仰
ぐ
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
表
十
五
人
の
筆
頭
が
御
物
奉
行
で
あ
り
、
こ
の
奉
行
の
職
務
権
限
の
な
か
に
は
両

首
里
玉
府
配
下
の
地
方
行
政
は
、
間
切
・
村
制
度
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。
間
切
は
現
在
の
市
町
村
区
画
の
原
形
、
村
は
今
日

の
字
の
前
身
で
あ
る
。
間
切
行
政
の
官
術
が
間
切
番
所
で
、
地
頭
代
を
筆
頭
に
サ
バ
ク
リ
（
首
里
大
屋
子
・
大
掟
・
南
風
掟
・
西
掟
）
と
称

す
る
役
人
が
詰
め
て
い
た
。
村
に
は
村
家
と
呼
ば
れ
る
役
所
機
能
の
施
設
が
あ
り
、
村
掟
が
所
轄
し
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
、
首
里
王
府

の
命
は
間
切
番
所
に
伝
達
さ
れ
、
ま
た
、
間
切
内
の
報
告
事
項
に
つ
い
て
は
間
切
番
所
か
ら
首
里
王
府
に
届
け
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

近
世
琉
球
海
運
の
実
際
的
状
況
の
一
端
を
呈
示
し
て
み
た
い
。

料
中
に
散
見
さ
れ
る
海
運
の
実
際
的
状
況
で
あ
っ
た
。

の
海
運
史
料
の
中
か
ら
特
に
地
船
関
係
を
抜
粋
し
、
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筆
者
、
柚
山
筆
者
を
始
め
様
々
な
名
称
の
役
職
・
役
目
が
い
た
。

独
自
の
制
度
が
敷
か
れ
て
い
た
。

両
先
島
に
も
間
切
・
村
制
度
は
設
定
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
「
宮
古
島
」
（
行
政
区
画
名
で
、
後
の
宮
古
郡
に
相
当
）
は
平
良
・
下

地
・
砂
川
の
三
間
切
に
、
「
八
重
山
島
」
（
同
上
）
は
石
垣
・
大
川
・
宮
良
の
三
間
切
に
そ
れ
ぞ
れ
区
分
さ
れ
、
各
村
は
そ
の
い
ず
れ
か
の

間
切
に
属
し
て
い
た
。
し
か
し
、
両
先
島
の
六
間
切
に
は
、
沖
縄
本
島
と
そ
の
周
辺
離
島
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
間
切
番
所
は
置
か
れ
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、
宮
古
・
八
重
山
の
そ
れ
ぞ
れ
三
箇
間
切
を
統
括
す
る
政
庁
と
し
て
「
蔵
元
」
（
蔵
許
と
も
表
記
）
が
設
置
さ
れ

て
い
た
。
宮
古
島
蔵
元
は
平
良
村
に
、
八
重
山
島
蔵
元
は
石
垣
村
に
置
か
れ
、
こ
の
両
蔵
元
が
そ
れ
ぞ
れ
三
間
切
を
一
元
的
に
所
轄
す
る

蔵
元
の
最
高
ポ
ス
ト
が
頭
で
あ
り
、
宮
古
・
八
重
山
と
も
に
三
貝
制
で
あ
っ
た
。
宮
古
で
は
平
良
大
首
里
大
屋
子
（
位
階
名
は
平
良
親
雲

上
）
、
下
地
大
首
里
大
屋
子
（
下
地
親
雲
上
）
、
砂
川
大
首
里
大
屋
子
（
砂
川
親
雲
上
）
、
八
重
山
で
は
石
垣
大
首
里
大
屋
子
（
石
垣
親
雲
上
）
、

大
川
大
首
里
大
屋
子
（
大
川
親
雲
上
）
、
宮
良
大
首
里
大
屋
子
（
宮
良
親
雲
上
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
呼
称
を
見
て
も
た
だ
ち
に
推
測
で
き
る
よ

う
に
、
こ
の
三
員
の
頭
は
三
間
切
制
に
符
号
し
て
お
り
、
三
間
切
を
所
轄
す
る
三
員
の
代
表
の
合
議
制
度
が
頭
で
あ
る
と
い
う
側
面
も
な

い
訳
で
は
な
い
が
、

し
か
し
、
実
際
的
に
は
頭
は
む
し
ろ
蔵
元
と
い
う
行
政
機
関
の
行
政
職
と
理
解
し
た
ほ
う
が
良
い
。
頭
の
下
に
各
行

政
部
門
が
あ
り
様
々
な
名
称
の
役
人
が
い
る
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
首
里
王
府
の
縮
小
版
と
い
え
る
。

両
先
島
の
各
村
に
は
、
曖
役
人
と
総
称
さ
れ
る
役
人
が
任
期
三
年
で
派
遣
さ
れ
常
駐
し
た
。
曖
役
人
は
首
里
大
屋
子
ー
日
1

差
も
し
く
は

与
人
ー
目
差
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
村
曖
の
筆
頭
が
首
里
大
屋
子
も
し
く
は
与
人
、
目
差
は
補
佐
で
あ
っ
た
。
曖
役
人
の
下
に
は
耕
作

し
か
し
、
『
多
良
間
往
復
文
書
控
』

の
舞
台
で
あ
る
多
良
間
は
、
宮
古
島
蔵
元
よ
り
僻
遠
の
地
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
か
、
宮
古
島

全
体
の
中
で
特
別
行
政
区
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
「
多
良
間
島
」
（
行
政
区
画
名
、
以
下
括
孤
付
の
場
合
は
行
政
区
画
の
意
味
）
に
は
仲
筋
村
、

塩
川
村
、
水
納
村
の
行
政
三
村
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
仲
筋
・
塩
川
両
村
は
多
良
間
島
（
島
名
）
に
、
水
納
村
は
多
良
間
島
に
近
接
す
る
小

島
、
水
納
島
に
あ
っ
た
。
行
政
一
一
＿
村
で
あ
る
か
ら
、
「
多
良
間
島
」
に
は
曖
役
人
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
す
る
と
六
員
の
曖
役
人
が
制
度
上
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称
の
地
船
が
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

地
船
の
名
称
事
例

五
反
帆
多
良
間
船

い
う
ま
で
も
な
く
、
「
多
良
間
島
」
も
公
用
船
舶
と
し
て
地
船
を
何
隻
か
所
有
し
て
い
た
。
で
は
、
「
多
良
間
島
」
に
一
体
い
か
な
る
名

『
多
良
間
往
復
文
書
控
」
（
以
下
、
「
文
書
控
』
と
略
称
）

(
4
)
 

一
ー
七
番
、
道
光
十
二
年
(
-
八
三
二
）

以
上
の
予
備
知
識
を
念
頭
に
置
い
て
本
題
に
入
る
こ
と
と
す
る
。

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
多
良
間
首
里
大
屋
子
を
筆
頭
に
塩
川
与
人
、
多
良
間
目
差
、
水
納
目
差
の
四
員
し
か
設
置

し
か
も
村
番
所
は
仲
筋
村
一
箇
所
に
し
か
な
く
、
こ
の
―
つ
の
番
所
で
「
多
良
間
島
」
三
村
を
行
政
的
に
統
括
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
。
多
良
間
首
里
大
屋
子
以
下
の
四
員
の
曖
役
人
は
、
三
村
の
曖
役
人
と
い
う
よ
り
も
、
「
多
良
間
島
」
＿
―
-
村
を
総
括
的
に
所
管

し
、
そ
の
官
術
と
し
て
仲
筋
村
在
の
番
所
（
「
多
良
間
島
番
所
」
と
呼
ぶ
の
が
適
当
）

い
う
な
れ
ば
宮
古
島
蔵
元
の
縮
小
版
と
も
い
え
る
存
在
で
あ
っ
た
。

な
お
、
宮
古
島
・
八
重
山
島
に
対
し
て
首
里
王
府
は
在
番
制
度
を
設
定
し
て
い
た
。
両
先
島
に
在
番
一
員
、
在
番
筆
者
二
員
を
二
年
任

期
で
派
遣
し
、
こ
の
三
員
の
お
目
付
役
人
は
そ
れ
ぞ
れ
平
良
村
、
石
垣
村
に
常
駐
し
「
在
番
方
」
と
称
さ
れ
る
監
督
機
能
を
発
揮
し
た
。

ま
た
、
幕
末
期
の
一
八
五
八
年
か
ら
は
在
番
制
に
加
え
て
、
新
た
に
検
見
使
者
・
相
附
の
二
員
を
宮
古
・
八
重
山
に
そ
れ
ぞ
れ
常
駐
さ
せ

る
体
制
を
敷
い
た
。
そ
の
他
、
行
政
改
革
の
た
め
に
検
使
を
、
行
政
連
絡
の
た
め
に
使
者
を
そ
れ
ぞ
れ
臨
時
に
派
遣
す
る
な
ど
、
折
に
触

(
3
)
 

れ
て
両
先
島
の
掌
握
に
努
め
て
い
る
。

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

の
送
状
を
引
用
す
る
（
句
読
点
を
補
い
、

一
所
が
機
能
し
た
と
理
解
で
き
る
。
多
良
間
島
番
所
は
、
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「
白
上
布
」
一
同
下
布
」
と
は
染
の
上
程
の
及
ん
で
い
な
い
臼
布
の
こ
と
て
、
「
上
」
「
下
」
は
品
質
の
等
級
を
表
す
。
「
仕
上
世
」
は
薩

摩
藩
か
ら
琉
球
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
貢
租
、
「
仕
卜
世
座
」
は
什
上
世
の
出
納
を
扱
う
宮
古
烏
蔵
元
の
役
廂
の
＾
つ
で
あ
る
。
『
文
書

控
』
は
写
で
あ
る
た
め
「
四
人
」
と
い
う
省
略
的
表
現
に
な
っ
て
い
る
か
、
こ
れ
が
多
良
間
首
里
大
屋
子
以
下
の
曖
役
人
四
員
を
指
す
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
送
状
は
、
「
多
良
間
島
」
仲
筋
・
塩
川
―
―
村
に
人
頭
割
り
に
課
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
仕

仕
上
世
座
役
人
衆

正
月
四
日

三
拾
反

右
、
五
反
帆
多
良
間
船
へ
積
入
、
仲
筋
村
柚
山
策
者
・
砂
川
に
や
へ
相
渡
、
差
登
巾
候
、
以
上
。

塩
川
村

．
―
-
拾
反
仲
筋
村

内

同
下
布
六
拾
反

式

拾

正

塩

川

村

弐

拾

足

仲

筋

村

内

白

t
布
四
拾
疋

送

状

変
休
仮
名
を
直
す
な
と
読
み
易
い
よ
う
丁
丈
を
加
え
た
。
以
下
、

rnJI-）
こ

(
5
)
 

〔
史
料
1
]

四

人
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正
月
四
日

右
、
四
棚
舟
へ
慎
入
、
仲
筋
村
耕
作
筆
者
・
下
地
に
や
へ
相
渡
、
差
経
申
候
、
以
卜
。

拾

五

反

塩

川

村

拾
五
反

仲
筋
村

内

旧
ド
布
二
拾
反

同
中
布
九
反

仲
筋
村

弐

拾

瓜

塩

川

村

拾
壱
疋

llケ
刀
寸

11
月
＊

内

白
上
布
ご
一
拾
壱
疋

送

状

『
文
内
控
』
・
ー(7L 

〔
史
料
2
〕

-
．
番
、
同
し
く
道
光
十
二
年
正
月
四
日
付
の
別
の
文
書
に
、

2

四
棚
舟

で
登
場
す
る
船
舶
で
あ
る
。

(
6
)
 

番
で
は
「
五
反
帆
多
良
聞
地
船
」

上
世
盃
而
布
）
を
、
「
多
良
間
島
」
曖
役
人
名
で
宮
古
島
蔵
元
の
仕
上
世
座
に
送
付
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

右
送
状
中
に
「
五
反
帆
多
良
間
船
」
と
出
て
く
る
の
か
地
船
で
あ
る
。
『
文
書
控
』
ニ
ー
＾

の
名
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の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
宮
古
島
蔵
元
に
出
張
し
て
い
た
多
良
間
側
役
人
（
塩
川
村
柚
山
筆
者
）

上
は
頭
、
根
路
銘
里
之
子
親
雲
上
は
在
番
筆
者
で
あ
る
。
多
良
間
ー
宮
古
間
を
往
還
し
た
「
四
反
帆
水
納
船
」
も
多
良
間
側
の
地
船
で

多
良
間
島
詰
役
人

〔
前
段
欠
〕
塩
川
村
柚
山
筆
者
・
池
間
筑
登
之
事
、
御
用
筋
相
済
、
四
反
帆
水
納
船
よ
り
帰
帆
申
渡
候
。
右
、
労
申
越
候
、
以
上
。

〔
道
光
十
二
年
〕
辰
四
月
一

「
文
書
控
』
一
ー
五
四
番
に
は
、

(
8
)
 

〔
史
料
3
〕

3
 

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

〔
宛
先
欠
〕

と
記
さ
れ
て
い
る
。
宛
先
が
欠
け
て
い
る
の
で
定
納
布
の
税
目
は
不
明
だ
が
、

や
は
り
宮
古
島
蔵
元
に
届
け
ら
れ
る
租
税
で
あ
る
こ
と
に

か
わ
り
は
な
い
。
注
目
さ
れ
る
の
は
「
四
棚
舟
」
の
こ
と
で
、
こ
れ
も
地
船
で
あ
る
。
史
料
ー
に
出
て
く
る
仲
筋
村
柚
山
華
者
・
砂
川
に

や
、
こ
の
史
料
2
に
登
場
す
る
仲
筋
村
耕
作
筆
者
・
下
地
に
や
は
、
「
多
良
間
島
」
曖
役
人
配
下
の
番
所
役
人
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
租

税
運
送
等
の
た
め
蔵
元
に
出
張
す
る
護
送
責
任
者
、
当
時
の
用
語
に
い
う
宰
領
人
、
宰
領
役
人
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
道
光
十
二
年
正
月
四
日
付
け
で
宮
古
島
蔵
元
向
け
出
帆
し
た
の
は
、
五
反
帆
多
良
間
船
•
四
棚
舟
と
い
う
一
一
隻
の
地
船
で
あ

四
反
帆
水
納
船

日

下
地
親
雲
上

根
路
銘
里
之
子
親
雲
上

四

人

の
帰
任
通
知
文
書
で
、

下
地
親
雲
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あ
っ
た
。

三
拾
弐
疋

四
反
帆
多
良
間
船

『
文
書
控
』
―
-
|
―

1
0
番
に
は
、
次
の
送
状
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
9
)
 

〔
史
料
4
〕

白
上
布
五
拾
七
疋

内
壱
疋
去
々
午
年
戻
布
代

同
下
布
百
八
反

内
壱
反
去
々
午
年
戻
布
代

右
、
四
反
帆
多
良
間
船
へ
積
入
、
耕
作
筆
者
・
松
田
に
や
へ
相
渡
、
差
登
申
候
、
以
上
。

〔
道
光
―
―
十
九
年
〕

弐
拾
反

四
月
三
日

水
納
村

四

拾

弐

反

塩

川

村

四

拾

六

反

仲

筋

村

内

塩
川
村

弐

拾

五

疋

仲

筋

村

内 送犬

4
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「
文
書
控
」

右
、
松
核
井
摺
臼
木
所
望
申
請
、
宰
領
申
付
‘
伝
間
よ
り
差
登
申
候
間
、
御
用
筋
相
済
次
第
、
早
々
帰
帆
被
仰
付
度
奉
存
候
間
、

此
段
御
問
合
申
上
候
、
以
上
。

〔
咸
豊
四
年
〕
九
月

御
問
合
方

所
望
の
品
を
宰
領
さ
せ
る
た
め
、
塩
川
村
耕
作
筆
者
を
蔵
元
ま
で
出
板
各
せ
る
の
で
御
用
済
み
し
た
い
早
々
に
婦
任
さ
せ
て
く
れ
、
と

い
う
趣
旨
の
文
書
で
あ
る
。
「
上
同
」
は
省
略
形
で
、
多
良
閻
首
里
大
芹
子
以
下
の
曖
役
人
を
指
す
。
文
中
に
登
場
す
る
「
伝
間
」
が
地

船
の
船
籍
内
に
入
る
か
ど
う
か
検
討
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
地
船
同
様
の
就
航
形
態
を
ホ
し
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
地
船
と
し
て

覚 の
中
に
は
「
伝
間
」
と
呼
ば
れ
る
船
舶
が
し
き
り
に
登
場
し
、
多
良
間
宮
古
間
を
走
っ
て
い
る
。
例
え
ば
『
文
書
控
』

ニー三
0
番
に
次
の
覚
が
あ
る
。

(10) 

〔
史
料
5
〕

5

伝

間

仕
上
世
座
役
人
衆

上

14 

塩
川
村
耕
作
箪
者

伊
良
皆
仁
尾

定
納
布
の
形
で
納
入
さ
れ
る
仕
上
柑
を
積
ん
で
、
多
良
間
ー
＇
宮
古
間
を
帆
走
し
た
こ
の
「
四
反
帆
多
良
間
船
」
も
ま
た
地
船
で
あ
っ
た
こ

四

人

-189 



扱
い
た
い
。
『
文
書
控
』
一
―
ー
三
―
一
番
の
多
良
間
か
ら
蔵
元
へ
の
行
政
報
告
の
一
節
に
も
、
「
水
納
目
差
・
武
富
仁
屋
乗
伝
間
、
井
古
伝
間

両
艘
之
儀
、
去
月
十
六
日
、
海
上
無
恙
下
着
、
右
舟
々
よ
り
被
仰
下
候
御
害
付
、
具
拝
見
仕
申
候
」
と
あ
り
、
数
隻
以
上
所
有
し
て
い
た

と
見
ら
れ
る
こ
の
「
伝
間
」
も
、
行
政
目
的
の
た
め
に
多
良
間
ー
宮
古
間
を
往
復
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

水
納
用
舟
・
津
口
用
舟
・
水
納
舟

例
え
ば
「
文
書
控
』
一
ー
一
六
番
の
在
番
・
頭
か
ら
の
指
示
文
書
の
一
節
に
、
「
水
納
用
舟
・
津
口
用
舟
、
作
事
用
之
棚
、
千
割
鉄
之

儀
、
後
便
よ
り
可
差
下
候
」
と
あ
る
。
「
水
納
用
舟
」
は
、
多
良
間
島
と
宮
古
島
を
往
還
す
る
た
め
の
地
船
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
津
口

用
舟
」
は
前
泊
港
（
港
と
は
い
っ
て
も
砂
浜
）
に
お
い
て
、
リ
ー
フ
の
外
で
沖
待
ち
す
る
本
船
（
例
え
ば
地
船
）
と
港
を
結
ぶ
ラ
グ
ー
ン
往
還

の
た
め
の
ボ
ー
ト
と
思
わ
れ
る
。
両
艘
は
地
船
あ
る
い
は
地
船
を
補
助
す
る
小
舟
で
あ
り
、
多
良
間
に
お
い
て
も
造
船
可
能
な
も
の
で
あ

『
文
書
控
』

へ
、
船
頭
井
加
子
五
人
相
附
、

-
I
―
一
五
番
の
蔵
元
へ
の
報
告
文
書
の
中
に
、
「
新
作
事
水
納
舟
請
取
用
と
し
て
、
塩
川
村
耕
作
筆
者
・
与
那
覇
に
や

五
反
帆
多
良
間
船
よ
り
差
登
申
候
」
と
あ
り
、
外
注
し
た
「
水
納
舟
」
を
受
け
取
る
た
め
に
多
良
間
側
の

ス
タ
ッ
フ
が
蔵
元
に
出
張
す
る
件
が
出
て
く
る
。
造
船
場
所
は
不
明
だ
が
（
お
そ
ら
く
、
宮
古
島
の
い
ず
こ
か
の
造
船
所
で
あ
ろ
う
）
、
こ
の

「
水
納
舟
」
は
地
船
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
建
造
を
依
頼
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
先
の
「
四
反
帆
水
納
船
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
に
わ
か
に
断
定
で
き
な
い
の
で
、

っ
た
。

6
 

ひ
と
ま
ず
別
船
と
し
て
扱
っ
て
お
き
た
い
。

以
上
に
紹
介
し
た
史
料
に
よ
り
、
近
世
末
期
の
多
良
間
に
は
四
反
帆
多
良
間
船
、

四
棚
舟
、

四
反
帆
水
納
船
、

四
反
帆
多
良
間
船
、
伝

間
、
水
納
用
舟
、
水
納
舟
な
ど
と
い
っ
た
名
称
の
地
船
も
し
く
は
地
船
を
補
助
す
る
小
舟
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

-190-



右
、
水
納
島
用
船
之
俵
、

付
、
彼
島
之
者
持
合
之
く
り
舟
二
て
漸
御
用
相
弁
来
候
処
、
是
も
古
過
御
用
筋
（
不
力
）
相
弁
段
、
申
出
之
趣
有
之
、

千
割
鉄
ー
ニ
拾
斤

へ
り
用

一
同
壱
枚
長
限
幅
右
同

一マ「`
i

五
年
戊
子
（
道
光
八
年
戊
子
1
1

一
八
二
八
）
口
、
所
望
被
下
置
候
棚
二
て
作
事
仕
置
候
処
、
最
早
乗
古
候

底
棚
用

一
同
棚
四
枚
長
四
尋
三
尺
―
一
幅
七
寸
厚
弐
寸

謝
用一
松
丸
木
壱
本
長
四
尋
三
尺
五
寸
二
弐
尺
五
寸
廻

四
棚
舟
作

辟
庶
硼
川

一
同
八
枚
長
厚
幅
右
同

覚

い
が
、
若
十
の
手
が
か
り
は
収
め
ら
れ
て
い
る
。

、
4
1
一ー

〔
史
料
6
〕

ま
ず
、

地
船
の
建
造
に
関
す
る

『
文
害
控
』

-
|
1
0
番
の
文
害
を
引
用
し
た
い
。

地
船
制
度
に
は
、

当
然
な
が
ら
管
理
・
述
酋
の
問
題
が
付
随
す
る
。

地
船
の
建
造

地
船
の
建
造
と
修
理

そ
の
詳
細
な
実
態
を
伝
え
る
史
料
は
『
文
書
控
』
に
は
見
ら
れ
な
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わ
れ
る
。
底
棚
・
壁
棚
（
松
材
）
は
方
言
で
ソ
コ
ダ
ナ
、

事
用
御
座
候
間
、
何
と
ぞ
本
行
之
通
、
所
望
被
成
下
度
奉
存
候
。
此
段
御
問
合
申
上
候
、
以
上
。

〔
道
光
十
二
年
〕
正
月
四
日

〔
宛
先
不
明
〕

「
水
納
島
用
船
」
（
地
船
）
を
、

四
年
前
に
支
給
さ
れ
た
「
棚
」
で
作
事
し
使
用
し
て
い
る
が
、
す
で
に
老
巧
化
し
役
立
た
ず
と
な
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
島
の
者
ど
も
は
個
人
所
有
の
「
く
り
舟
」
（
松
材
な
ど
を
く
り
ぬ
い
て
作
っ
た
丸
木
舟
）
を
用
い
て
公
用
を
弁
じ

て
い
る
が
、
こ
の
く
り
舟
も
老
巧
化
し
使
用
不
能
の
状
態
に
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
「
四
棚
舟
」
を
新
造
し
た
い
と
の
訴
え
が
あ
り
、
松

材
・
千
割
鉄
を
支
給
し
て
欲
し
い
、
と
の
趣
旨
で
あ
る
。

右
の
史
料
に
関
係
す
る
文
書
を
『
文
書
控
』

で
拾
っ
て
み
る
と
、
先
に
引
用
し
た
一
ー
一
六
番
の
在
番
・
頭
よ
り
の
指
示
事
項
の
一
節

に
、
「
水
納
用
舟
・
津
口
用
舟
、
作
事
用
之
棚
、
千
割
鉄
之
儀
、
後
便
よ
り
可
差
下
候
」
（
同
年
一
一
月
廿
日
付
）
と
あ
る
の
で
、
所
望
し
た
造

船
資
材
は
蔵
元
・
在
番
側
の
手
配
で
調
達
さ
れ
、
多
良
間
側
へ
送
付
さ
れ
る
段
取
り
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
多
良
間
側

が
「
四
棚
舟
」
を
作
事
し
た
い
と
所
望
し
て
い
た
の
に
対
し
、
蔵
元
・
在
番
側
の
文
書
で
は
「
水
納
用
舟
・
津
口
用
舟
」
二
隻
の
資
材
を

送
付
す
る
と
い
う
麒
顧
が
見
ら
れ
る
。
蔵
元
・
在
番
側
が
手
配
し
送
付
し
た
資
材
目
録
は
『
文
書
控
」
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
判
然

資
材
が
多
良
間
に
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
建
造
が
多
良
間
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
造
船
技
術
の
こ
と
は
不
案
内

だ
が
、
史
料
6
の
記
す
鋸
（
松
丸
木
）
は
琉
球
方
言
で
い
う
カ
ー
ラ
（
航
の
訛
っ
た
も
の
）
、
ジ
ャ
ン
ク
型
で
い
う
龍
骨
部
分
の
こ
と
だ
と
思

ハ
ラ
ダ
ナ
、

ク
マ
ウ
イ
ダ
ナ
と
呼
ば
れ
る
舷
壁
材
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
へ
り
」

(15) 

は
放
言
で
い
う
チ
ャ
ン
ケ
ー
か
、
和
船
用
語
の
「
は
ぎ
づ
け
」
に
相
当
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
千
割
鉄
は
船
釘
な
ど
固
定
具
に
使
用
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
多
良
間
側
が
建
造
し
よ
う
と
し
た
松
材
の
こ
の
四
棚
舟
（
水
納
用
舟
）
は
、
沖
縄
地
域
で
は
山

と
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
多
良
間
側
所
望
分
に
「
津
口
用
舟
」

一
隻
分
の
資
材
を
追
加
し
て
送
付
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

四

人
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2
 

と
あ
る
。
差
し
出
し
人
は
頭
・
在
番
筆
者
で
あ
る
が
、
こ
の
文
面
よ
り
す
る
と
多
良
間
の
地
船
で
あ
る
水
納
舟
を
蔵
元
側
の
手
配
で
建
造

る
と
、
同
年
十
月
十
七
日
付
で
「
新
作
事
水
納
舟
、

た
こ
と
、
な
ど
行
政
上
の
手
続
き
文
書
が
蔵
元
に
送
付
さ
れ
た
。
ま
た
、
『
文
書
控
』

し
、
建
造
完
了
時
点
で
多
良
間
か
ら
加
子
（
水
主
に
同
じ
）
が
受
け
取
り
に
出
向
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
文
書
控
』
―
|
-
―
四
番
に
よ

(17)

（

18) 

々
頭
・
加
子
共
差
登
」
し
た
こ
と
、
「
新
作
事
水
納
舟
、
渡
方
被
仰
付
度
」
要
請
し

(19)

（

20) 

一
五
番
、
同
一
―
七
番
に
よ
る
と
、
受
け

取
り
の
宰
領
人
と
し
て
塩
川
村
耕
作
筆
者
・
与
那
覇
に
や
が
船
頭
・
加
子
五
名
を
伴
い
、
七
月
十
八
日
付
で
五
反
帆
多
良
間
船
で
出
張
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
明
ら
か
に
、
宮
古
島
の
造
船
所
で
多
良
間
の
地
船
を
建
造
し
、
こ
れ
を
多
良
間
に
支
給
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

地
船
の
修
理

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
地
船
に
つ
い
て
多
良
間
で
独
自
に
建
造
す
る
場
合
と
宮
古
島
の
造
船
所
に
建
造
を
依
頼
す
る
場
合
と
、
両
様
の

多
良
間
島
詰
役
人

〔
道
光
十
二
年
〕
辰
六
月
廿
日

-
|
 

原
船
と
一
般
に
呼
ば
れ
る
馬
艦
船
系
統
の
船
で
あ
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
臆
の
寸
法
か
ら
船
長
約
八
メ
ー
ト
ル
、

船
と
想
像
さ
れ
る
。

し
か
し
、
地
船
の
す
べ
て
を
多
良
間
側
で
建
造
し
た
訳
で
は
な
い
。
先
に
引
用
し
た

『
文
書
控
」

し
た
「
水
納
舟
」
を
受
け
取
る
た
め
に
多
良
間
側
の
ス
タ
ッ
フ
が
蔵
元
に
出
張
し
て
い
た
。
『
文
書
控
」

(16) 

〔
史
料
7
〕

四
、
五
反
帆
未
満
の

其
島
水
納
舟
之
儀
、
当
秋
致
作
事
、
可
差
下
候
間
、
請
取
加
子
共
可
被
差
登
候
。
此
段
、
致
御
問
合
候
、
以
上
。

下
地
親
雲
上

根
路
銘
里
之
子
親
雲
上

|
1
0
九
番
に
も
、

-
|
―
一
五
番
の
史
料
で
は
、
外
注
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控』

右
、
当
島
所
用
無
之
、
船
々
仕
出
（
方
）
之
支
相
成
申
候
間
、
所
望
被
下
度
奉
存
（
候
）
0

（
毎
）
年
被
下
置
候
員
数
も
最
早
及

払
底
申
事
候
間
、
何
と
ぞ
、
所
望
被
成
下
度
奉
存
候
。
此
段
申
上
候
、
以
上
。

〔
道
光
十
二
年
〕
正
月
四
日

御
問
合
方

「
御
問
合
方
」
は
蔵
元
の
総
務
を
担
当
し
た
部
門
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
多
良
間
側
が
地
船
の
修
理
用
材
と
し
て
不
可
欠
な
桐
油
•
石

灰
の
在
庫
が
な
い
の
で
、
こ
れ
を
支
給
し
て
く
れ
る
よ
う
蔵
元
に
訴
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
く
修
理
に
関
す
る
史
料
を
「
文
書

一
ー
ニ
ニ
番
、
同
―
二
七
番
か
ら
二
件
引
用
す
る
。

(22) 

〔
史
料
9
〕

石
は
い
・
桐
油
之
儀
、
去
歳
所
用
と
し
て
先
例
通
被
下
置
候
処
、
当
島
地
船
之
儀
、
壱
艘
は
爾
今
来
着
無
之
、
四
棚
舟
取
仕
出
候

処
、
此
舟
之
俄
、
手
元
よ
り
古
棚
取
交
作
事
仕
置
候
付
、
修
甫
入
多
ク
有
之
、
最
早
払
底
遣
迎
、
重
て
他
船
修
甫
又
は
不
図
之
御

用
等
候
ハ
ゞ
、
難
弁
次
第
御
座
候
間
、
何
と
ぞ
雖
小
島
、
別
条
之
御
取
分
ケ
を
以
、
先
書
申
上
置
候
通
、
所
望
被
仰
付
被
下
度
奉

存
候
。
此
段
、
御
問
合
申
上
候
、
以
上
。

石
は
い
壱
石
覚

四

人

ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
で
は
、
地
船
の
修
理
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
状
況
を
伝
え
る
史
料
を
見
て
み
た
い
。

「
文
書
控
』
一
ー
九
番
に
、
次
の
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(21) 

〔
史
料
8
〕

桐
油
五
拾
斤
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〔
道
光
二
十
四
年
〕
八
月
廿
六
日

人

五
反
帆
多
良
間
船
之
儀
、
荷
物
積
仕
廻
、
順
風
待
居
候
処
、
当
月
十
八
日
、
天
相
不
思
敷
、
荷
物
取
卸
浜
渥
へ
引
寄
置
候
処
、
同

十
九
日
よ
り
前
日
迄
逢
大
風
、
所
々
餅
阿
か
り
修
甫
仕
度
申
出
有
之
候
得
共
、
石
は
い
・
桐
油
及
払
底
候
付
、
産
物
を
以
差
登
候

間
、
御
検
見
之
上
、
修
甫
仕
候
様
被
仰
付
度
奉
存
候
。
尤
来
春
仕
出
方
二
も
可
差
支
候
条
、
以
前
申
上
置
候
石
は
い
・
桐
油
、
何

と
ぞ
所
望
被
成
下
度
奉
存
候
。
此
段
、
御
間
合
申
上
候
、
以
上
。

御
問
合
方

史
料
9
に
よ
れ
ば
、
地
船
修
理
用
と
し
て
石
灰
・
桐
油
が
一
定
の
基
準
の
も
と
に
多
良
間
に
支
給
さ
れ
て
い
た
。
多
良
間
の
地
船
一
隻

が
行
方
不
明
と
な
っ
て
お
り
代
船
と
し
て
四
棚
舟
を
作
事
し
充
当
し
て
い
る
こ
と
、

い
る
た
め
修
理
を
多
々
要
す
る
こ
と
、
そ
の
他
の
地
船
の
修
理
、
あ
る
い
は
予
想
外
の
修
理
が
出
て
く
る
や
も
し
れ
な
い
こ
と
、
な
ど
の

理
由
を
挙
げ
て
、
石
灰
・
桐
油
の
追
加
支
給
を
重
ね
て
蔵
元
に
訴
え
て
い
る
。
史
料
10
の
「
三
人
」
と
は
、
曖
役
人
四
名
の
う
ち
の
一
名

が
出
張
中
で
留
守
か
、
さ
も
な
く
ば
死
去
し
後
任
が
決
ま
っ
て
い
な
い
状
況
を
指
す
。
史
料
10
は、

受
け
た
が
、
修
理
の
た
め
石
灰
・
桐
油
の
在
庫
が
な
い
の
で
、
宮
古
島
到
着
後
に
蔵
元
の
ほ
う
で
修
理
し
て
欲
し
い
こ
と
、
こ
の
ま
ま
で

は
地
船
の
運
航
体
制
に
支
障
が
出
か
ね
な
い
の
で
石
灰
・
桐
油
の
追
加
支
給
を
早
々
に
お
願
い
し
た
い
と
訴
え
て
い
る
。
史
料
10
に
「
産

物
を
以
差
登
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
蔵
元
で
修
理
し
た
場
合
の
費
用
は
多
良
間
側
の
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

御
問
合
方

(23) 

〔
史
料
10
〕 〔

道
光
十
二
年
〕

三
月
六
日

四

人

し
か
し
、
こ
の
四
棚
舟
は
古
材
を
交
え
て
作
事
し
て

五
反
帆
多
良
間
船
が
台
風
で
損
傷
を
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石
灰
を
桐
油
で
溶
い
て
餅
を
つ
く
り
、

首
里
城
の
彩
色
に
も
用
い
ら
れ
た
媒
染
材
で
、
中
国
舶
来
の
貴
重
品
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
う
し
た
用
材
の
確
保
を
前
提
に
、
地
船
制
度

地
船
の
乗
組
員

地
船
の
乗
組
員
た
る
加
子
に
は
、
「
加
子
飯
米
」
が
支
出
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
窺
わ
せ
る
史
料
が

塩
川
村
耕
作
筆
者
・
伊
那
覇
に
や
、
詞
仮
筆
者
•
本
永
に
や
右
詞

一
同
七
斗
弐
升
九
合
壱
勺
七
才

仲
筋
村
耕
作
仮
筆
者
・
佐
和
田
に
や
右
詞

一
弐
斗
六
升
七
合
八
勺
五
才

塩
川
村
耕
作
筆
者
・
げ
那
覇
に
や
右
圃

一
同
九
斗
三
升
七
合
五
勺

水
納
目
差
右
同

一
同
壱
右

野
原
村
耕
作
仮
箪
者
・
砂
川
に
や
乗
船
々
中
飯
米
訟
表

一
栗
五
斗
党

の
文
書
で
あ
る
。
(24) 

〔
史
料
11〕

四

は
維
持
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
を
損
傷
箇
所
や
剥
目
に
塗
着
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
桐
油
は
琉
球
漆
器
や

『
文
書
控
』

-
|
1
0
一
番
の
次
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ニ
の
史
料
は
、
少
々
難
解
で
あ
る
。
「
別
紙
送
状
」
は

〔
道
光
十
二
年
〕
六
月
五
日

仲
筋
村
耕
作
筆
者
・
下
地
に
や
、

M
村
柚
山
策
者
・
砂
川
に
や
右
同

一
同
三
斗
七
合
五
勺
弐
才

メ
三
石
七
斗
四
升
弐
合
弐
才

人

右
、
肩
書
之
通
、
加
子
飯
米
拝
借
返
上
と
し
て
、
別
紙
送
状
相
籠
差
登
申
候
間
、
其
首
尾
方
被
仰
付
度
奉
存
候
。
此
段
、
御
問
合

申
上
候
、
以
上
。

御
問
合
方

「
文
書
控
」
に
な
く
、
文
書
の
前
提
と
な
る
経
緯
を
伝
え
る
文
書
も
見
当
た
ら

な
い
。
そ
の
点
を
承
知
の
上
で
解
釈
を
加
え
る
と
、
「
肩
書
」
に
登
場
す
る
役
人
は
野
原
村
耕
作
仮
筆
者
・
砂
川
に
や
以
外
は
す
べ
て
多

良
間
側
の
役
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
合
の
乗
船
は
多
良
間
地
船
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
良
い
。
宮
古
島
の
野
原
村
の
耕
作
仮
筆
者

が
多
良
間
の
地
船
に
乗
っ
た
の
は
、
彼
が
蔵
元
に
勤
務
す
る
役
人
で
用
務
あ
っ
て
多
良
間
に
出
張
し
た
ケ
ー
ス
と
想
定
で
き
る
（
こ
う
し

た
事
例
は
「
文
書
控
」
に
し
き
り
に
登
場
す
る
）
。
そ
し
て
、
こ
の
史
料
は
宮
古
島
か
ら
多
良
間
島
へ
の
帰
帆
の
航
海
が
対
象
で
あ
り
、
各
役

人
が
乗
っ
た
船
の
船
中
飯
米
、
具
体
的
に
は
乗
組
員
で
あ
る
加
子
に
対
す
る
飯
米
（
加
子
飯
米
）
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

つ
ま
り
、
多
良
間
地
船
の
加
子
飯
米
が
不
足
し
た
の
で
、
そ
の
分
を
蔵
元
で
用
立
て
て
も
ら
い
、
拝
借
し
た
そ
の
分
を
改
め
て
多
良
間
側

か
ら
蔵
元
に
返
済
す
る
、
と
い
う
の
が
史
料
11
の
趣
旨
だ
と
理
解
で
き
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
船
の
加
子
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
加
子
飯
米
は
、
蔵
元
の
経
費
か
ら
支
弁
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
地

船
所
有
者
（
こ
の
場
合
は
多
良
間
島
番
所
）

の
自
己
負
担
で
あ
っ
た
事
情
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
良
間
島
番
所
は
、
こ
の
加
子
飯

米
を
所
遣
（
地
方
行
政
費
）
と
し
て
管
下
の
村
人
民
に
人
頭
に
割
り
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
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さ
ら
に
、

『
文
書
控
』

(26) 

〔
史
料
13〕

-
|
1
0
0
番
に
は
次
の
文
書
が
あ
る
。

に
対
し
て
手
間
米
を
給
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
文
書
控
』
―
—
七
六
番
に
は
次
の
訴
書
が
あ
る
。

(25) 

〔
史
料
12〕

四

人

四
棚
舟
之
儀
、
去
年
九
月
之
比
、
其
御
地
罷
登
致
帰
帆
候
処
、
多
良
間
船
之
儀
も
壱
艘
は
爾
今
来
着
無
之
、
此
節
も
取
仕
出
不
申

は
不
叶
事
二
て
、
両
度
罷
登
帰
帆
仕
居
申
候
。
然
ば
右
四
棚
舟
々
頭
以
下
加
子
共
二
て
六
人
御
用
向
二
付
て
、
新
敷
差
出
相
勤
さ

せ
候
処
、
宮
古
島
之
往
復
彼
是
二
付
て
、
余
並
之
耕
作
方
不
罷
成
次
第
御
座
候
間
、
苦
労
分
之
手
間
米
、
定
加
子
並
被
成
下
度
、

偏
二
願
出
有
之
候
条
、
何
と
ぞ
願
之
通
御
見
合
被
仰
付
被
下
度
奉
存
候
。
此
段
、
御
問
合
申
上
候
、
以
上
。

〔
道
光
十
二
年
〕

御
問
合
方

四
月
十
五
日

多
良
間
船
の
う
ち
一
隻
は
行
方
不
明
で
あ
る
た
め
、
四
棚
舟
が
そ
の
分
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
就
航
し
て
い
る
模
様
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
四
棚
舟
の
一
航
海
に
つ
い
て
臨
時
の
船
頭
、
加
子
六
人
が
乗
り
組
ん
だ
が
、
彼
ら
は
百
姓
で
あ
り
、
そ
の
た
め
自
分
の
畑
の

耕
作
が
ま
ま
な
ら
ず
苦
労
を
か
け
て
い
る
の
で
、
「
定
加
子
」
な
み
の
手
間
米
を
支
給
す
る
よ
う
蔵
元
に
訴
え
て
い
る
。

的
な
船
乗
が
い
る
の
で
は
な
く
、
百
姓
が
必
要
に
応
じ
て
地
船
の
船
頭
・
加
子
の
仕
事
に
従
事
す
る
体
制
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

党

塩
川
村
耕
作
仮
筆
者
・
本
永
に
や
乗
船
加

f
四
人
之
定
納
高

一

粟

四

石

弐

斗

七

升

壱

合

九

勺

壱

才

仲

筋

村

つ
ま
り
、
専
業

そ
の
働
き
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〔
道
光
十
二
年
〕
六
月
五
日

右
圃
塩
川
村
之
者
も
人
、
水
納
島
之
者
壱
人
、
メ
式
人
之
定
納
高

-
I
P
l
九

斗

六

升

七

合

七

勺

人

オ

塩

川

村

刈

人
人

右
、
耕
作
仮
筆
者
・
本
水
に
や
乗
船
之
儀
、
去
夏
致
漂
着
、
爾
今
着
場
相
知
不
申
、
加
子
共
船
中
人
数
家
内
之
方
之
儀
、
至
て
及

難
儀
、
上
納
米
不
柑
調
得
段
、
申
出
候
付
、
不
及
是
非
二
、
本
行
之
分
は
別
紙
支
払
相
龍
置
候
間
、
何
と
ぞ
不
使
之
訳
を
以
、
手

間
米
之
内
、
御
引
合
通
申
様
、
被
仰
付
度
本
仔
候
。
此
段
、
巾
卜
似
、
以
上
）

御
問
合
方

塩
川
村
耕
作
仮
箪
者
の
乗
っ
た
地
船
が
、
宮
ー
ロ
島
よ
り
帰
帆
の
際
に
烹
流
し
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
船
に
は
加
十
四
名
の
他
に
、

「
船
中
人
敷
」
面
芋
補
助
者
、
あ
る
い
は
単
な
る
川
東
者
か
）
．
一
名
（
塩
川
村
の
者
、
水
納
島
の
者
）
が
乗
っ
て
お
り
、
働
き
手
を
失
っ
た
家
族

は
上
納
米
を
支
払
え
な
い
ほ
ど
に
困
窮
し
て
い
る
。

族
の
負
担
を
軽
減
す
べ
く
桔
置
し
た
い
、

の
と
推
定
さ
れ
る
C

『
文
書
控
〗

ー
八
番
に
は
、
次
の
典
味
深
い
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ツ1

〔
史
料
14〕

多
良
間
船
通
事
義
、
物
成
帳
御
免
引
餌
之
、
定
納
物
相
懸
り
芯
支
候
間
、
何
と
ぞ
御
免
被
仰
付
被
下
度
奉
存
候
。
此
段
、
御
問
合

申
上
候
、
以
上
c

〔
道
光
十
二
年
〕

と
蔵
元
に
晩
願
し
て
い
る
。

r間
米
も
、
加
'1
飯
米
同
様
に
所
遣
と
し
て
人
頭
に
賦
課
し
た
も

四
月
十
冗
日

つ
い
て
は
、
こ
の
六
名
の
者
に
か
か
る
上
納
米
を
手
間
米
の
う
ち
か
ら
支
給
し
、
家
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年
は
多
良
間
地
船
通
中
、
同
六

4
か
ら
同
治
JC
年
の
今
年
ま
て
地
船
船
如
を
勤
め
て
い
る
C

こ
の
市
例
か
ら
す
る
と
、

地
船
乗
組
員
は
百

御
間
合
方

地
船
に
「
通
事
」
な
る
乗
貝
役
か
あ
っ
た
の
て
あ
る
。
多
良
間
方
言
と
宮
古
島
方
一
日
（
特
に
平
良
村
あ
た
り
の
方
言
）

る
は
ど
の
差
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
あ
る
い
は
「
通
事
」
は
名
目
て
実
際
は
加
子
に
似
た
存
在
だ
っ
た
の
た
ろ
う
か
(
)

史
料
14
は
、
こ
の
通
事
な
る
存
在
を
物
成
免
利
枠
に
入
れ
て
欲
し
い
と
の
訴
え
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
蔵
元
は

八
番
の
返
答
で
、
「
其
島
船
頭
・
通
事
之
儀
｀
頭
迦
相
勤
候
節
は
免
引
不
致
先
例
一
て
、
此
節
も
其
通
申
付
置
候
間
、
左
様
可
被
相
心
得
」

と
述
べ
、
多
良
間
側
の
訴
え
を
却
下
し
て
い
る
。

以
上
、
『
文
書
控
l

『
文
書
控
』

の
中
か
ら
地
船
に
関
す
る
史
料
を
抜
苔
出
し
、
地
船
制
度
の
実
態
を
知
る
素
材
と
し
て
捉
供
し
た
(
様
々
な
名
称

の
地
船
あ
る
い
は
地
船
を
補
助
す
る
小
舟
が
、
多
良
間
ー
宮
古
間
、
多
良
間
島

船
の
建
造
が
多
良
閻
自
前
て
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
れ
は
、
宮
ILJ
島
に
埜
注
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
こ
と
、
地
船
修
理
の
た
め
の
石
灰
・
桐

袖
は
蔵
元
を
介
し
て
鯛
逹
し
て
い
た
こ
と
、
地
船
に
は
船
顕
・
定
加
，
ナ
・
加
＋
・
通
事
な
ど
の
東
約
員
が
お
り
、
彼
ら
は
専
業
の
船
東
り

で
は
な
く
百
姓
役
目
の
一
っ
と
し
て
地
船
に
乗
り
糾
ん
で
い
た
ら
し
い
こ
と
、
な
ど
の
実
態
が
判
明
し
た
は
ず
で
あ
る
。

(29) 

『
文
占
控
e

―
―
'
ハ
四
番
に
、
多
良
間
島
番
所
を
支
え
る
白
姓
役

11
を
勤
め
た
人
物
た
ち
の
か
八
巻
申
闇
書
か
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
白

姓
役
目
と
は
、
村
佐
事
・
山
の
ひ
や
・
村
筑
・
地
佐
事
・
紙
漉
・
木
細
工
・
遠
且
な
ど
て
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
船
頭
・
定
加
＋
・
通
事

届
ま
塩
J
I
l
な
る
人
物
は
、
咸
豊
元
年
｛
／
ハ
五
一
）
か
ら
同
八
年
ま
て
定
加
了
、
同
九
年
か
ら
同
治
元
年
（
了
八
六
二
）

の
今
年
ま
て
通

事
を
勤
め
て
い
る
。
か
め
い
塩
J
I
I
な
る
人
物
ぱ
地
仕
事
・
山
の
ひ
や
・
遠
目
を
勤
め
た
後
、
成
豊
元
年
か
ら
同
四
年
ま
で
定
加
＋
、
同
五

も
含
ま
れ
て
い
る
。

水
納
島
間

リ
ー
フ
外
ー
浜
間
に
就
航
し
た
こ
と
、
地

む
す
び
に
か
え
て

に
通
事
を
笈
す
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「
多
良
間
村
史
』
第
一
．
巻
、
三
村
二
頁
。

玄
多
良
側
村
史
』
第
―
一
巻
、
一
五
二
自
9(

『
多
良
間
村
史
」
第
一
．
巻
、
三
四
九
頁
。

「
多
良
間
村
史
』
弟
1
一
巻
、
一
ー
．
万
貞

多
良
間
村
史
』
第
二
巻
、
三

0
ニ
ー
三
（
＇
二

1

頁。

『
多
良
間
村
史
」
第
巻
、
三
四
七
頁

『
多
良
間
村
史
』
第
一
．
巻
、
『
一
（
＇
ノ
．
頁
。

控」一

以
下
、

InJ
し
。
な
お
、
『
多
良
間
往
復
文
書
抒
]
収
録
の
文
害
の
性
格

姓
役
目
で
あ
る
こ
と
に
応
冬
わ
り
は
な
い
が
、

一
琉
球
新
報
』

し
か
し
、
経
験
を
牛
か
し
て
職
能
化
し
た
人
物
も
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

九
八
五
年
、
本
邦
卦
藉
0

、
の
ち
拙
杓
l

坑
球
王
国
史
の
諜
題
』
、

九
八
八
年
―
一
月
．
六
日
I
9
-

．
月
七
日
連
載
（
ぺ
い
回
）
。
の
ち
「
新
坑
球
史
]
五
世
編
下
、

一
九
九

0
年
、
琉
球
新
報
村
に
収
録
。

首
里
土
府
の
両
先
島
掌
担
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
直
世
末
期
の
八
屯
山
統
治
と
人
口
間
哨
』
」
5

初
出
一
九
八
一
か
ー
、
拙
著

□汎
球
王
国
史
の
課
題
』

『
多
良
間
往
復
文
苫
控
』
含
二
冊
は
、
私
の
責
打
て
『
多
良
間
村
史
』
第
二
巻
・
貸
料
編
ー
（
王
囚
叶
代
の
出
録
）
、

に
令
文
翻
刻
し
掲
載
し
た
C

掲
載
に
当
た
リ
検
索
の
便
を
考
慮
し
て
収
録
文
書
に
通
し
番
号
を
付
し
、
見
出
し
を
付
け
た
。
「
多
良
間
行
復
文
書

一
ー
し
番
と
は
、
第
一
冊
の
七
番
日
の
文
圭
口
と
い
う
折
が
で
あ
る

に
つ
い
て
は
拙
稿
「
多
良
間
往
復
文
畠
控
に
み
る
近

IH末
期
の
島
嶼
行
政
の
文
書
送
受
状
況
」
（
『
流
球
王
国
評
定
所
文
せ
口
』
第
八
巻
、

年
、
浦
添
市
教
育
委
員
会
）
を
参
照
。

収
録
）
参
照
C

『
琉
球
の
歴
史
と
文
化
」

〔註〕

史
料
も
長
用
し
て
、
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
九
九
―
―

一
九
八
六
年
、
多
良
間
村

一
九
八
九
年
、
ひ
る
ぎ
村
に
収
録

地
航
に
つ
い
て
は
な
お
解
明
す
へ
き
半
項
が
多
い

そ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
「
文
害
控
』
を
さ
ら
に
読
み
込
む
と
同
時
に
、
他
の
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ーヽ、

29 28 

山
原
船
の
解
説
に
つ
い
て
は
『
与
那
原
町
史
」
序
説
・
む
か
し
与
那
原
、

一
九
八
八
年
、
川
界
文
化
社
を
参
凱
し
た
。

『
多
良
間
村
史
」
第
二
巻
、
三
三
二
頁
。

『
多
良
間
村
史
』
第
二
巻
、
三
六
＿
―

'I-
そ
ハ
四
貞
。

『
多
良
問
村
史
』
第
一
．
巻

頁

27 

「
多
，
艮
間
村
史
』
第
一
―
在
、
一
―
:
―
1

頁。

26 

王
多
良
間
村
史
」
第
二
巻
、
て
二
六
ー
一
三
一
七
頁
。

/ `  

25 

『
多
良
間
村
史
』
第
ご
巻
、
ニ
―
パ

0
1

24 

「
多
良
間
村
史
』
第
．
巻
、
＝
―
-
七
頁
。

23 

『
多
艮
間
村
史
』
第
二
巻
、
一
4

-

―．．
 

万
貞
。

22 

立
多
良
間
村
史
」
第
一
一
巻
、
＾
―

1
0
六
頁
。

21 

『
多
良
間
村
史
』
第
．
一
脊
、
三

0
:
，貝゚

20 

「
多
良
間
村
史
」
第
二
巻
、
一
1
-
1
二
頁
。

~ヽ

19 18 

-
J

多
良
間
村
史
』
第
二
巻
、
．
―
-
三
一
頁
(

ヘ

17 

「
多
良
間
村
史
』
第
二
巻
、
三
．
―
-
頁
。

16 

『
多
良
間
村
史
」
第
二
巻
、
三
二
九
頁
。

謙
治
編
『
復
元
日
本
大
観
』

4

（船

15 
←_ 
14 

『
多
良
間
村
史
」
第
一
一
巻
、
一
―

-0-
＿頁。

1 3 

『
多
艮
間
村
史
』
第
二
巻
、
・
―
-
1

二
頁
。

12 

多
良
間
村
史
』
第
―
一
巻
、
二

0
五
頁
，

『

目ヽ

゜

（
油
添
市
守
図
書
館
）

一
九
八
八
年
、
与
那
原
町
役
場
を
、
日
本
造
船
史
に
つ
い
て
は
石
井
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